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II 特に注意していただきたいこと(安全のために必ず•お守りく肋い) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産 s 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ〇になっています。 
内容をよく理解してから本文をお読みください。 

△酷 111懸— 




告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないでください。 

火災の原因になります。 

衣類の乾燥厳禁 一 

衣類などの乾燥には使用しないでく 
ださい。 _ 

衣類が落下し r 火がつき、火災の原 
因になります。 

温風吹出口をふさがない 


入□をふさがないでください。 

衣類、紙などでふさぐと、火災の原 
因になります。 


スプレー缶厳禁 

スプレー缶や力 t ットこんろ用ボ 
ンべなどを、温風のあたるところ ^5：;!||» 
に放置しないでください。 ^ 

熱で缶の圧力が上;^り、爆発し r 危険です。 






給排気筒外れ危険 

給排気筒（管、ホース）が外れたまま 
使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが室内 
にもれて、危険です。 


給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トップの周りが雪でふさが 
れたままで使用しないでください。 
ふさがれているときは、除雪し r く 
だ太 f 、 

また、板などによる「雪囲い」は給 
排気の妨げになるのでおやめくださ (A 
閉そくし r いると運転中に排ガスが 
室内にもれて、危険です。 



^そ < 危険 


W 




給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのため mmmp 
の金網などは付けないでください。 VX ] 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起 
こし排ガスが室内に漏れる可能性が 
あり危険です。 , jii pj y \ 



△ 注意 (CAUTION) 


カーテン • 可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいものを近づけない 
で■ください。 

火災が発生するおそれがあ0ます。 
可燃物との離隔距離については標準据え 
付け例 （14 ページ）を参照し r ください。 


給油時消火 

給油は、必ず消火してからおこなつ 
てください。 

火災のおそれか 4 あります。 






異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用しな c 

< 、ス 〆 ゲさ,、 

異常燃焼のおそれか s あります。 (i 


温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 
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高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、温風吹出口や給排気筒、 
給排気筒トップなど高温部に手などふれないで 
ください。やけどのおそれがあります。 

分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください D 
不完全な修理は、危険です。 


腰をかけたり、物をのせないで jT > 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでく I X 
ださい。機器の故障ややけどのおそれがありま 
す 。 

機器の上に花びんや水を入れたものなどを置かないでく 
ださい。水がかかると漏電や故障のおそれがあります。 


⑧ 
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改造使用の禁止 

改造して使用しないでく ださい。 

また、ストーブ'や給排気筒には床暖房用の熱交 
換器などを取り付けない r ください。 

火災や排ガスが室内にもれる原因となり危険です 

霉源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物を 
のせたりしないでください。また、電源 
プラグを抜くときは、コードを持って引^ 
き抜かないでください。 

火災や感電の原因になります。 W( \ 


0 

0 

0 


電源ブラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンせントに根元まで確実 
に差しこんでください D また、傷んだプ 
ラグやゆるんだコンセントは使用しない 
でください。火災の原因になります。 
ぬれた手での抜き差しはしないで 
ください。感電の原因になります。 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、 
必ず電源プラグをコンセントから抜い r くださ 
い。火災や予想しない辜故の原因になります。 


〇 





電源ブラグのお手入れをする 

ときどきは電源フラグを抜き、ほこり及び金属 
物を除去し r ください。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり火 
災の原因になります。 


❶ 


灯油の保管 

灯油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日 
光を避けた場所に保管してください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれ;^あります。 


変質灯油禁止 

変質灯油、不純灯油（汚れた灯油、水の混じつ 
ている灯油など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれ；^あります。 

指や棒を入れないで 

温囤吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。 

ケガや火災の原因になります。 


0 

0 


初めてお使いになるときの注意 

初めてあ mM こなるときは u 戀料などが焼き AS 
付くまで煙と臭いが出ます。しばらくの間、，窓 
をあけて部屋の換気をおこなつてください。 

また、小鳥や小動物などに影響する場合が考えられます 
ので、この間は部屋に入れないでくださ (A 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの近くに、灯油や 
可燃物など引火のおそれのあるも 
のを置かないで■ください。 ^ 

火災のおそれがあります。 

_- 1 

油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管|接合 （ 
部および機器などからの灯油漏 ' 
れがないことを確認の上ご使用 I 
ください。 

灯油が漏れていると火災のおそ 
れがあります。 
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❶ 


_使用する場所 

ストーフ'を安全に使用するためには、場所の選定；^大切です。 


安全に使用するために 


•マントルビースなどには据え付けないでくださ ( A = 


効果的に使用するために 


靈0 


|標高か 1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 



►冷気の入ってくる方向、例えば窓側な 
どに置くと、冷気がストーブで暖めら 
れて対流しますので、効果的です。 

出入 Q など人の通るところは、ぶつか 
多4蟫険でずので避け r ください。 




• 部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を心がけましょう。 

::之# g プめ前面に障塞物がある匕,钾塵办温度にぬ与がちきるは芒 
なく、:ふぐ取熱彳こよつ r ストープ本械(校 g 度^;昇し七危 
使用場所には十分注意して効果的彳 ； tM 用 ur < ださ u a : : , 








各部の名称 


外観図 



放熱器(内部）一~— 

スケルトン-- 

ポットパーナ(内部） — 
(燃焼室） 

トランス—~~— 
ポクトサーミスタ(内部）- 
点火ヒータ(内部） — 

点火ネット(内部）一 




安全サーモスタツト(内部） 

—安全サ ーS スタ (S 板上> 
-ープリント配«板 

- -燃焼リング(内部） 

- - — 電班ポンプ 

Miiaii ini iidi?)ta>：：tBii 11*1 i'bi 定油面器 

— 対 R 自動消火装置 




操作部 • 表示部の名称と働き 




滬度/時刻合せ 


• 火力を微少(こ一定に固定するときに押します《 
1 回押すと微少火力で'燃焼し橄少ランプ(格') 
が点灯します， 

再度押すと微少運転は解除されます， 




•現在時刻とタイマー時刻を合；♦設定温度を変えるときに押し 
わせるときに押します， ます。 

〔時〕……時合せ 高……設定温度を上げる 

【分〕••••••分合せ I低……設定温度を下げる 


• 1 回押すごとにデジタル表示 
が切りかわります， 


:通転時：湿頃表示_ 
停止時：現在時刻表示 
$イマ-時：タイマ-時麻 

务 

時計合せ表示丨 
|~5?イマー合せ表示| 



設定溫度室内温度 


刻刍せ 
搀 






te 定洛苤里内龙笮 

r?V 18 | 

»宝;* s 室内 as 

w. 0 on 諸1 

u- Du. 

b 定澜® 室•巧1¢ : 

# S ：3 G ^ i \ 


111 ^ 51 ル表承鄯（時 st _ 3 □ンは現枉_表示薄 


•温度表ホ 岐.*©抓濃* • 

左側：設定温度表示（ 10 て、 151 〜 29 て）-- 

右剧：室内温度表示 （ 0 で〜 46 'C) ^ ^ LL 

■ 微少運転時は設定渴度表示部消灯_ _ 

►現在時刻、時刻合せ表示 
時計合せ表示消灯：現在時刻（時 St 贿 =!□ ン点滅） 

時計合せ表示点灯：時刻合せ 
(例)年前 8 時 30 分に時刻をセツト_ 

►タイマー時刻、タイマー合せ表示 
タイマー合せ表示消灯：タイ 7 -時刻(時計拆コ〇ン削; 

タイマー合せ表示点灯：タイマー合せ 
(例)年前 6 時 30 分にタイマ_時刻をセツト| 





»§ 5 号表示（モニターサイン） 

(例） f 3 表示：対 S 自勤消火装 B の作動 


-- ひ表示 

初め r ■湄ブラグをコンセントに差しこんだ 
湯合や停電後甬通電されたとき， 


通 is 至円 ats 

設定沸* 塞内*® 

r r 
L L 


* •ベ • _ 表ホ 

時計合わせをして■いないときに表示さ n ます《 


• a 表示：チャイルド□ツクのセツト表示 
運転ポタンを押しても点火しません。 

(ft 表示点滅） 


■表示なし 

罨源プラグがコンセントに差しこまれてない， 
安全サーモスタツトの作動直後。 




» 1 回押すとセーブランプ(緑)が点灯し t -ブ 
運転に入ります， 

再度押すと、セーブ運転は解除されます， 





♦点火*消火するときに押します。 

1 回押すと邏転ランプ(赤)が点灯し s 火 
動作に入ります。 


チャイルド□ック 


■ 誤つ r [M] ボタンを押し r も点火しな 
いようにしたいときに使困します。 

停止中 3 秒以内に 3 回押すと t ットされ 
ます。 




• タイマー運転するとき(こ押します。 
タイマー邏転中はタイマーランプ(緑)が 
点灯します 0 


3 





















































II 使用前の準備 

燃料 _ . 

上必毋 FTiR_in>IWfTnii T'fn m ipmuiLL— Iirn-fflirrri>rii??i frTnpnf-mniJLitjr iTT^noffl ff > 前抓〇 itnrrofiiminir iTtf 

燃料は必ず灯油 （ jisi 号灯油）を使用してください。 

ガソリンなど揮発性の高い油は、火災の原因になりますので絶対に使用しないでください。 
♦ 注意]変質灯油、汚れた灯油、水の混じっている灯油などは、絶対に使用しないでください。 
*^111] 灯油は、必す火気、雨水、ごみ、高温及び直射日光を避けた場所に保管してください。 

給油 

_ 給油の際の手順と注意 




給油器具 
铝油□ふた 

油董計 
油タンク 
送油パルフ 
水ゲージ 
氷抜 s パルブ 


•送油バルブを閉じて■給油□ふたをはすし市販の給油器具で灯油を給油してください。 

油量計の針が「満」をさしたら給油をやめて■ください。 

•給油□ふたを必すもとどおりに締めてください。 

♦給油の際に、水、ごみなどを入れないよ〇特に注意して■ください。 


■給油□ふたは、確実に締めてください。 
■こぼれた灯油はよくふきとつ r ください。 


■燃料切れの注意と空気抜きの方法 

油タンクを空にしないよラに注意してください。 

•油タンクをいったん空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油ができなくなることがあります。このよ 
ラな場合には次の順序で空気抜きをしてください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管から油が連続して流れ出ることを確かめてからゴム製送油管をもとどおりス 
卜ーブに取り付けます。 

(油がこぼれないように容器を用意してください。） 

点火前の準備と確認 

m s mi _____ - 11 ' j ^¥ Tw _ b__ium m ，戀 淨 mwmmmmmMMM Mwrnmmma 

■安全装置のセツト、取扱上の注意 



定油面器の•^ツト 

•初めて使用するときや、シーズン初めには、ストーブ右側面の丸穴の中に指を入れ、定油面器リ t ツトボタン(赤色) 
を軽く押し下げてください。 



，，リ乜ツドポタンは据え付け時や、シースン知みに攘繼む李す。ン - ■ っ 

定油面器に強い衝撃を与えたり異常があったとき以外は、特に操作する必要はありません。 

万:一点火操作後4〜5分しても着火しななつ： fcO 、:: 着火後2〜3分で消火 Gt しま5湯合は、リセツ 
ドポタン赛伸してくださ ( X . 

f 安全鈴がはすれ、灯油がスムーズに流れまず,, ：：：，：..' ' … 

[ 痍時間押 U 鋳けると定油面器より油が薄/ Sit 袤すので注意してくだきし\ 


■送油経路の油もれの確認 

•油タンクや送油管の接合部などから油もれがないかどうか確認し r ください。 

■電気配線の確認 

♦1/1\逐意!電源プラグをコンセントに刃の根元まで確実に差しこんでください。 

♦電源コードが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認してください。 


ご注意;!電源プラグ *:；□ •ド_熱•発火 • 霉圧降下を防ぐために‘ 


•.■漉は必ず適正配線され fc: 单相彳00 v のコンセ:/，)'!•蒼使用，し r ください。 

•霉源3ニドほ。途中で接続したり延萇コー’ドの使用.他の菴気器具とのタコ足配線有しないでください £ 


















使用方法(使い方） 

の解除 


. … 讀__徽賴， 

Vti ^ uijsusi 以 


操作部の I チャイルドロック]ボタンを 3 砂以内に 3 回押してください。 



ロン讎醉麵 


で衡^し 


•パ：し::: 


チヤイルド 
□ツク 



デジタル表示が次のように変わります。 


点火操作をおこなってください。 


デジタル表示 

デジタル表示 

--HL 



WMZM 


ポタンを押してください。 


運転入/切 


運転ランプ(赤)が点灯し、自動的に次のように運転(予備燃焼.本燃焼）します。 
(デジタル表示が温度表示になります J 


I ポタンを押す 


籲運転ランプ点灯 
•温度表示点灯 
春燃焼用送風機まわる 


會小油霣流出 [• 

鲁対流用送風機まわる I 

予備！^焼 糸 

-5〜6分一中火力 


•設定温度と部屋の状 
況に応じた火力にな 
る 


•本燃焼 


(手動) - (自動運転^ )- 

_ ※予備燃焼後約 2.5 分間、火力は中火力になります。 


室温の調節 


本燃焼になりますとルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 

設定温度は自動的に2ぐ C に12ツトされて•いますが、設定温度を変更した:いときは、次のように調節してください。 



設定温度の変更は燃焼中(デジタル表示?^温度表示中）におこなって < ださい。 

1 溫度/時刻合せ1 ボタンの （ g ) を1回押すと1てすつ上昇します。（上限29て） 

1 ® を1回押すと 15° C までは1てすつ下がり、151からはいきなり 1( TC ( F 点設定)とな 
ります。 

1 1( TC 設定の場合は t — ブランプが点灯し、自動的に 1 Z — ブ運転となります。 


ItZ —プ運転 

♦運転時に' 微少火力でも室温が設定温度より上昇する場合、設定温度より約3て上昇すると自動的に消火し、設定温 
度まで下がると点火動作に入ります。 


r 温度/時刻合せ 1ポタンにより希望の 
室温に設定してください。 


由ーブ I ボタンを押してください。 

t — ブランプが点灯し、 tz — ブ運転とな 
ります。 

© ボタンを再度押すことにより 

tz — ブランプが消え、セーブ運転解除 
\ となります。 

\ • 設定温度1 CTC (F 点設定）で使用中、設 

定温度を 15° C 以上に上げると t — ブラ 
\ ンブが消え、自動的に解除されます。 
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クイック微少運転 

•室温に関係なく、火力を微少火力一定で運転できます。次のように操作してください。_ 


\ WE ボタンを押してください。 

_ 微少ランプが点灯し、火力が微少に設定されます。 

cr ^' \ • 微少運転を解除するときはボタンまたは Ife — プ I ポタンを押してください。 

( I # ーブ j ホタンを押した場合は、乜_ブ運転を開姶します。） 

厂— ___ ) 微少ランプが消灯し、解除されます 3 

:I • fM 巫!ボタンが押してあれば、点火後本燃焼になると微少火力で連続して運転します。 



■炎の状態 

•炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎(赤火)がまじつても異常ではありません。 
♦ストーブの据え付けや給排気筒の設置条件で炎は多少変化します。 



r 運転 I ボタンを押してください。 

運転入/切 



運転ランプは消灯しますが、燃焼室が冷却するまで燃焼用•対流用送風機は' 運転を継続します。 
燃焼室か'冷却すると燃焼用.対流用送風機が自動的に停止し、同時にデジタル表示が温度表示か 
ら現在時刻表示に切りかわります。 


• rOT 涵以龙論ぁ藤弒摄_■しなぃ___ 

^祓いで!<ださい。:::：:：：:：；：：：：；；：：： ：：；：：：：,： ::ミに:ミロ :::: S 

'•外出のときは':必ず運転を停_姒纖獄_£:二 ドニ.，ミヨ:ミ 

»運転停止後、燃焼用送_機が停止するまでは電漁プラクを抜かないさだ:李換きますと' ガ今ス円筒がくもつ荩りぃスト—ブめ 
表面溫度が上昇します。:: ::コ:た. 


消火後、再点火するときの注意 ^ 


•燃焼中にポタンを押し r 「切」にすると、再点火安全装置の働きで、ストーブが冷却されるまでの約2分間は再 

占、レで字き 1 七■ん 

ただし瞬間的な消火操作(約1秒以内)の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 


現在時刻の調節方法 

Z ：： lll ： MM»fflliili ； rrniriTir'^ III 11111111 piiiillliitlTilifWTTfflW III ll III! Ill nhr . 1 娜撕釀麵’.仙 nnwmmmmwtmimmi mini . mm ifN S 苗狼.肌 


チャイルド 

□ック 



:初羚石幫谏7^ヴをコンせントに箅 k こんだ檸穹や停窜璋再通電したと孝,、まだは安全サ片タッ:ド 
:也作動停止したときは、デ、:;夕 A 表法が EfD になり時刻合わせがせき衆せ； 1 ； : , 
::二の♦含は_ヤイルドロック I ボタン# s 秒这内)辨回押してデジタル表志を:ご释き叫 












タイマーの使用方法 


タイマー時刻合せ 


_切換 j ポタンを2回押して C タイマー 
合せ〕表示にしてください。 


設定邏度室内 a 度 


温度/時刻合せ丨 ポタンを押して、タイマー点火時刻を合 
わせてください。「分」は5分ごとに動きます。 

分〉 



k 定 as 室内*度_ 

p B ： /5 公 ] 



r 温度/時刻合せ1 ポタンをはなしてから5秒後にデジタル表示は、ス 
卜ーブカ<停止時には、現在時刻表示(時計動作コロン点滅)、運転時に 
は温度表示にもどります。 

〔r ❹例：午前6時30分に合わせた場合です。〕 


タイマー運転方法 


1 運転 1 ポタンを押してください。 

(運転中は、この操作はいりません。） 

1 タイマー 1 ポタンを押してください。 

運転入/切 

卜 ~ タイマーランプが点灯、運転ラ 

運転ランブ(赤)が点灯し運転動 

> ンプか7肖灯します。 

汨こなります。 

V デジタル表示にタイマー点火時 


<3^ V 刻が表示され、タイマー運転に 

V 

入ります。 

^_ J 


:讓觀賴轉し一 

■タイマー運転の解除 


I 運 | g ] ポタンまたは[タイマー I ポタンを押してください。 


もはホ. 1 ^ 只. 

■韻 


運転入/切 




タイマーランプが消灯し、解除されます。 

• デジタル表示は現在時刻表示になります。 



タイマー時刻 • 現在時刻の確認 



示切換丨 ポタンを1回押すと〔時計合せ〕表示になり現在時刻を表示します。 

示切換 I ポタンをもう1回押すと〔タイマー合せ〕表示になりタイマー時刻を表示します。 


チヤイド□ッ 


お子様などによるいたすら操作の防止や、誤つて[§転」ポタンを押しても点火しないようにしたいときに使用してくださ 






チャイルド o ックの解除は、再度 I チャイルド〇ック I ボタンを 3 秒以内に 3 回押し r く r 六い 
〔連続して押しつづけると、現在時刻表示と表示を繰り返します。〕 
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モニター サインについて 

ストーブにトラブルが発生すると、トラブル内容がデジタル表示部に記号表示(モニターサイン)されます。 

この場合記号表示の内容を、ス I ''ーブ右側面に印刷されたモニターサインー覧表、または11〜12ページ「故障•異常の見 
分け方と処置方法」をご覧のうえ、必要な処置をしてください e 


〈モニターサインー覧表〉 


モニタ--サイン 

異」：常：.状：?態： 

:： モニタ ムサ イ : ジ；. 

巽：：常：状：：.態’ 

f / 

途中 消火 



‘ぃ へ， 

Ee 

不着 火 

^ P ： i , 

: •: V : ： ..； ： 


. 崎か； 4 

i i 

E 3 

対 震 作動 

W 


ポット温度低下 

fl . . . -< ! k - 3?! 

七: - ，： - V：! - =：：•=*! !«• =>!••<= 

: じ $ 知.. H. n :>:: 

f :5: て.：.. 

排気管抜け検知作動 

P 3 

> 妒 如 »! - 

ポット異常過熱 

' - ：i ~ - **；= =»! ->i= 

• ::: .... 

: =<： H»! ：}：• :•:. 

ms 

ルー ムサーモ断線 

……心… 二 


不 消 火 

(消火時間が長い） 

" '• • ' ). 

EEI 

疑似 火炎 

“ 二…：..:. 

- ;>： ：*： ,：： :：； :. 

ER 

燃焼用送围機異常検出 

班縣 

~ ! -： •»! :: H . .. 

基板 不良 

if ..-. . >r . 

； ；： - ：：，； ：^* ： - -：• : i«- ： .(：• : 

E [ 

ルームサーモ短絡 

• ^ •»--== .1 =»--：： r ニニ〔こ;;.〜：.. — ぃぺ 

ロエ称.！ 

■二:-::--- 1 L レ 、： 

. ^..。二：:.... u : : .十 パ 

停電 • 安全サーモ作動 

電源ブラグ差しこみ時 

>* 

EE 

停止時ポット異常過熱 


使用上の注意 _ _ 

本書の「特に注意していただきたいこと（安全のために必すお守りください)」の他に、次の項目についても注意してくだ 
さい。 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使うところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 
•雷が発生したとき、雷(誘導雷）により一時的な過電圧がかかっても、過電圧防止装置が機器を保護するしくみになって 
いますが、大きな雷(直撃雷など)の場合は、電子部品を損傷する恐れがありますので、電源プラグをコンセントから抜 
いてください。 


_安全装置 


このストープには次のような安全装置かづいています。 

すべての安全装置は、異常が取り除かれても再度点火操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 


m：;：m .作動結果 


処 


方法 


対醜自動埤火装證 

:：:(|〇1 表示） 


• 強い地震や衝撃を受けた 
と$ 


点火安全装疆 
燃焼制御装匿 

(フレーム〇ツド K 


E 表示.し fl 表示 

(途中消火）（不着火） 


|点火 s スをしたとき 
»途中失火をしたとき 
^炎が異常に小さいとき 


LA ‘モニター サイン1〇表示 
Y ■ 自動的に消火 


•ストーブの周辺に異常がないか確認し、点 
火操作をしてください= 

(対震自動消火装置は作動後自動的に12ッ 
卜されます。） 


モニター サイン \E 1 \表示 
または |£ f ； 表示 
自動的に消火 


' 日常の点検 • 手入れ （ 9〜11ページ参照)を 
してから点火操作をしてください。 

|なおも異常のある場合は、お買い求めの販 
売店にご相談ください a 


序 


爾安全装置 

( F て 7 T ] 表示） 


停電したとき 
電源プラグが抜けたとき 


R ' 


自動的に消火 
通電後 モニター サイン 
\-- Ci 表示 


' 再運転するときは I チャイルド□ック I ボタ 
ンを3秒以内に3回押し て亍ジタ )し表示が 
になってから再度点火操作をし r 
ください。 


週熱防止装靄 

安全サーモスタツト：1101 


[ L 表示) 


' 対流フアンガードやスト 
ーブの前面がふさかった 
とき 

•ストーブの前面に隍害物 
などがあるとき 
対流用送風機がロックし 
T ことき 


U . 


自動的に消火 
ストーブが'冷却された後 


モニター サイン [ 
表示 


TU 


»原因を取り除き、ストーブ;^十分冷却して 
から I チャイルド□ツグ1 ポタンを3秒以内 
に3回押してデジタル表示が--.--1にな 
つてから再度点火操作をしてください， 
処置をしても繰り返し作動するときは、販 
売店に連絡してください a 
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■その他の装置 


Mil の S 称 



Brai 

•消火直後、再点火操作し 
r ことき 

A •約 2 分間の冷却後でない 
V と点火動作に入らない 

(•約2分経過後、自動的に点火動作を開、 

1 始します。 1 

ふ“ "“."H i!J 
: ：：：： 

圆抜瞧装 霞 

(e 表示）： 出.; 

:”=バ；磁: SSIIS ^ 

- m "* ". m ? 5545 * 

•排気管の接続部がはすれ 

T ことき 

♦排気管抜け検知用リード 
線がはずれたり、断線し 
すことき 

A •モニターサイン〇表示 
-/ •ストープの運転を停止 

•給排気筒および排気管の接続部に、はすれ • 
ゆるみがないか確認してください。 

• 排気管抜け検知用リード線のゆるみまたは、 
はずれ • 切れがないか確認してください。 

HBU 

•回転数が異常に低下した： 
とぎ 

A -モニターサイン〇)表示 
V •ス 1 ブの運転を停止 

•異常低下の原因を取り除いてから点火操作 
をしてくださ (A 

•なおも異常がある場合は、お買い求めの販 
売店にご相談ください。 

IB3 

•内部配線の シヨー トによ 
り過電流が流れたとき 

A -電流ヒューズが切れ、す 
V ベての運転を停止 

• お買い求めの販売店に修理を依頼してくだ 
さ。、。 

m 

•対流フアンガードやスト 
ーブの前面がふさ;^つた 
とぎ 

•ストーブの前面に障害物 
などが友るとさ 

A -モニターサイン fFD ] 表示 
V -自動的に消火 

■原因を取り除いてから点火操作をしてくだ 
さい。 

•なおも異常がある場合は、お買い求めの販 
売店にご相談ください。 


■日常の点検•手入れ 

点検、手入れのときの注意 

点検•手入れは消火後、ポツトパーナが冷却してから、必す電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。 

r ; 麵 ㈣ 賴哪麵繼麵哪瞧掰 
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Z ま *.1:, : J: pi; 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 

■周囲の司燃物（使用ごと） 

• 注意']ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃え 
やすいものを置かないでください。 

■ほこり•汚れ（使用ごと） 

• ほこりや汚れをそのままにしておきますと、油がしみたりし 
て危険です。 

ストープはいつも清潔にしてこ•使用ください D 

■油もれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 


_置台_油タンクに油もれ_油のたまりや油のにじみがないか、 
ときどき点検してください s 

給油の際にこぼれた灯油は、よくふきとつてください。 



■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-ズンの初め) 
•[ご注意]ゴム製送油笛は、屋外で使用しないでくださ 
し、。屋外での使用は禁止されています。 


■屋内でゴム製送油管を使用して•いるときは、膨潤、収縮、変 
質、変形、ひび割れがないか確認し、欠点のあるときは交換 
してください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•油タンク内は水やごみがたまりやすいものです。給油のとき、 
点検してください。 

油タンク内の水抜き及び掃除は、油タンク付属の取扱説明書 
に従っておこなってください。 

■ I 給排気筒の接続部のゆるみ及びトップの周囲（月に10程度） 

•給排気筒及び、トップの周囲に障害物が置い r ないか、とき 
どき•点検してください。 

■給排気筒がつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズ 
ン初めには必す点検し、くもわ<粜をつくったり異物か f 入った 
りしているときは、必ず掃除してください。 

♦給排気筒及び、排気管の接続部がはすれたり、排気管抜け検 
知用リード線がはずれたり、断線し r いないか点検してくだ 
さい。 


















袷排気商 



メスオスエルポ 


接続 SJ 


: P 40 4種 D ) 


( P^C 4賴 


•給排気筒を一度取りはす 
して、再び取り付けると 
S 、 排気管の接続部内部 
にはめこんである〇リン 
グが破損していないか確 
かめてください。 


側板ふ r こ 


破損 brcvfc 場合は、お實 a 求めの販売店に交換を依頼し r くだ 

■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

•定油面器には、ごみを除くためのストレーナがついています 3 
水やごみがたまると、灯油の流れを妨げて、十分な火力が出 
なくなります。 

次のよ〇に掃除してください。 

1. 油タンクの送油バルブを閉じ 
rc ださい。 

2. ス I -ーブの右側板ふたを止め 
r いるねじ （ 1本)をはずし、 
右側板ふたを取りはずしてく 
ださい 3 

定油面器;^みえ r きます。 

3 . ストレーナの掃除□に荷札な 
どの厚紙を差しこんで、油力' 
イドを作り、その下に容器を 
置い r ストレーナの止めねじ 
をゆるめてはずしてください《 
定油面器の汚れた灯油やごみ 
が全部流れ出ます。 

4 ■スト レーナを 取り出して、き 
れいな灯油の中ですすぎ洗い 
止めねじ をし r ください。 

(水で洗わないで■ください。） 


〇りング (* 色） 


組みるときは:二....二ニニ二:.二ぶ； 

• 〇リングよびストレーナコ'ムパッキンを忘れぬよラ1；：してく 
ださい。' 

•ストレーナを逆(こ入れないでください》 

::聲文トレーナの止めねじを、固ぐ締め:付けてください'。： 

:.油おれがな U か確認してくださ IX ；'；.；.,■ 




定油面器 

〆 .•一 

一 

/、 



燃麟ふ r 二 



7. 燃焼リングを左へ回してから、 
フレーム□ッ ドに当てないよ 
うに注意して上へ引きあげて 
取りはずしてください。 

8. 点火ヒータ、点火ネットをい 
ためないように、ポットバー 
ナ内部のすすをドライバーな 
どでかき落としてから、布な 
どでふきとつ r ください。 

9 . 組み立ての際、燃焼リングは、 
左図のよろに正しく確実に取 
り付けてください。 


'ポッ:トパーナ、燃焼リングを損傷し fc まま使用しますと:、」燃焼が 
扇ぐなります。忾ライバーなどでつついてみ r 穴があいたり 〆 欠 
:けだ場合は新:1/ぃ1&めと交換してくたさ u ； 

'ポッ H ノ:彳ーナめ交側女必ずお買い求めの販売店に依頼してください, 


■反射板 • ガラス円筒の掃除（適時） 

«132注意;!掃除は、ス I -ーブを消火させ充分冷却してか 
ら、おこなつてください。 

熱い状態でおこなうとやけどのおそれがあります。 

•反射板およびガラス円筒にほこりがたまりますと、反射効率 
が悪くなるばかりでなく危険ですので、次の要領で適時掃除 
をしてほこりを取り除いてください。 



1. 前面ガードを右側の固定ばね 
(2 個)からはずし左側にまわ 
してください。 

2. ガラス円筒を割らないように 
注意して、掃除機などで内部 
のほこりをきれいに掃除して 
ください。 

3. やわらかい布などで、反射板 
およびガラス円筒をきれいに 
ふいてくださ (A 

4 . 掃除が終わりましたら、もと 
どおりにセツトしてくださし、。 


前面ガ了:ドは、きちんと取り 


■ポットバーナの掃除（適時） 

• ご注意掃除は、ス I -ーブを消火させ充分冷却してか 
ら、おこなっ r ください。 

熱い状態でおこなうとやけどのおそれ jt / あります。 

• ポットパーナにすすがつい r 炎の形が不揃いになったときや、 
ポットパーナの底にすすやカスがたまりすぎて着火がおそく 
なったときは、次のようにしてすすを取り除い r ください。 

1■前面力'—ドをはずします。 

2. 上面板の左右各2本のねじと、 
後側 3 本(両端と真ん中)のね 
じをはずし化粧板といっしょ 
に上に引きあげてはずします。 

3 . 上面板遮熱板の 4 本のねじを 
はずし、上に引きあげてはず 
します。 

4. 燃焼筒ふた押えの 2 本のねじ 
をはずし、取りはすします。 

5. 燃焼筒ふ；■こをはずしてくださ 
い。 

6. スケルトンをガラス円筒にあ 
てないようにして、取りはす 
してください。 


前面 ガー ドのセット 

■ガラス円筒内部の掃除（適時） 

• こ'注意]掃除は、ストーブを消火させ充分冷却し r か 
ら、おこなつてください。 

熱い状態でおこなうとやけどのおそれがあります。 

♦長期間の使用や、油だまり(こよる大燃焼の後にはガラス円筒 
がすすけることがあります。 

ガラス円筒がすすけて炎が見えにくくなつたときは、10ベー 
ジ「ポットバーナの掃除」の項にしたがい、スケルトンをは 
すしてガラス円筒を掃除してください。 

•ガラス円筒には L : 氷をかけた;り；;:衝撃を与えたり.迷ぐ 
意' bt ください 。 . 

1連転屯にガラスが徐々にすす付^場合は、“味 6 t < め 間 (3 〇分. 
間)災力芟大き:く： f ることによ1すす兹除苯争ることが芒■ま!;:;:; 

■フレーム□ッド（燃焼制御装置)の点検（適時） 

•フレーム□ッドの先端にすすか> 付着したり、フレーム□ッド 
が変形すると、誤作動の原因になります。 

すすの付着やフレーム□ッドの変形がある場合は、必ずお買 
い求めの販売店に点検 • 交換を依頼し r ください。 


上面板 


化钲板 
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■対流ファンガードの掃除 （ 1週間に1度） 

•対流ファンガードにほこりか7■こまると、音が大きくなって温 
風置が少なくなり、暖房出力が低下すると同時に、ストープ 
内の温度が異常に高くなって、週熱防止装置または安全サー 
ミスタ^/作動する場合があります。 

• 1週間に1度は、次の手順にしたか6つて対流フアンガードの 
掃除をしてください。 


■点火ヒータ•点火ネッドノズルの点検（シーズンの初め） 

•点火ヒータや点火ネットにすすが付着しますと、赤熱が低下 
したり、油のひろがりが悪くな0、着火不良の原因になりま 
す。 

• ノズルの先端にすすが付着しますと、異常燃焼になったり、 
着火不良や消火時間か> 長くなる原因になります。 



対流フアンガード 


1. 運転を停止し、対流 
フアンか°止まってい 
ることを確認してく 
ださい。 

2. 掃除機などでガード 
についたほこりを取 
り除い r ください。 


対流フアンガ_醜は J 娜どを入観^ 




■地震などの災害が発生したときの点検について 

• 地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わった 
とさは、運転前に必す次の点検をおこなってください。 

〇給排気筒まわりのはすれ、もれの確認 
〇灯油配管からのもれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理 
を依頼してください。 


定期点検 

長期間ご使用になりますと、ストープの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買いあげ店または、修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 
03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理土）など〕のいる店などに点検依頼されることをお 
すすめします。 

ii 故障 • 異常の見分け方と処置方法 


■次のよろな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 


ammiH 


ii ! . 

8 

1 

架 

Wm , 

He 

1 
^ ： 

>! 

MW, 

Hi 

圓 

初め r 使用するとき、煙やにおいがでる。 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

しばらく窓をあけて換気をしてください。 

すぐに点火しない。 

予熱点火方式のため予熱時間が3分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消火後に f ピチピチ」といろ音が 
する 

本体内部;^熱により膨張、収縮するためです。 

点火時にボンと音が'する。 

点火するときに発生する着火音で、異常ではありません。 

； 1 ： iH ： i i 4. 
M M ! f' 
■M 争い 

fiS-i 

；：<；Sw 货 
:: ：{;• m- 阗 

h IN + 

：2. ^ 

nr〆 ： 

i :の;!! 

: m - 
!' ； 
Pi. 相！泊池#：法 
(: - -：><■ m： :? fH!fi i»i 

r i ^ * 

i ： *5 ； ：i 

青炎の中に黄色い炎(赤火)が混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

外気温か 1氏くなると、排気ガス中に含まれている水分が凝結し 
r 水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

灯油ぎれの際、一瞬炎が大きくなって消火する。 

異常ではありません。 



r ★ — d*^:r:^..iif ;」 

ik ..系.劣ま. !!«■ 淨 .!5 i •::«( 

s さ烽 Ri ; i:t 

^ ^ 
娜 i 

ir % ^ ^ ft 、 * ぐ4 :!?|_ 
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g 寅 « ^ 

1 • i> b 

纟す _ 襄 ||;'. 
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_ii:i!fi おザ '^" 1 V** 

p _9 ^^ral 
:: ja : 病 CJ . U " 

儀 §4Twr: 一 :-: is 

初夕てし 

スヒ意箱 t 

*.jl--!5^ HI < 

シ点に店 
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_ 使用中に異常がありましたら、次表により原因を調べて処置をしてください。 

•原因のわからないときや、処置のむずかしいときは、お買い求めの販売店' またはお近くのコロナお客様ご相談窓口 
にご連絡ください。 ※設定温度表示にモニターサインが表示されます。 


1 ご：’ペ 

\\\ 現4象 i 活: 
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P 11 [地震などの災害が：発装 _ し te とぎの尚検•(こつ 
の点検項目を確認し、1運粒！ボタンを押し ® し苒餌火 
する 

' 送油バルブが閉まつている. 

• 

# 









:送油バルブ苍凑 K .. 

ゴム製送油_1こ空気だま'りがある 

• 

# 










コム製送油管を振る”山形 K なつ‘てひる所 ft 平に直9 

…二： . 厂： - リー..二..::：：：：： ぃマ へ .： ご.: •• r •: r, 

定油面器に水、ごみめ目ゴまり 

■"：■ - … ：一 ..■ ： . ： .パ .. ::- . . ：;ン . 

• 

• 

丨 



參 






送油バルブをしめてスドレ、ナ褎はすレ、痛除する：. 

油タンクの水を抜く,， 

給排気筒の設驪か•基準通りでなひ，排気管び長孝ぎる 






• 

• 





基準どおりに設霪する ' , : 

対流ファジガ .ー ドにほこりがたまつた 



參 

• 






ファンガードのほこりを掃除機などで吸い取 

給排気筒尤事不適当のため逆風現象がある 

• 






• 

• 

❿ 

• 

• 


給排気筒の取り付けを適正に’:莶 

WM ひ>ヴの取び付けが悪い 







• 

# 

• 




正しく取り付ける 

給排気筒のつま*0 



; 




• 

參 

參 




r " 給排気筒を掃除する 

油もれがある 










# 



もれ力所を締め直す（販売店に修 a を:依頼する） 

給琲.気筒接続部がはすれ t い:る。すきまがある， 
t 排気筒抜け検知用リード線端子接続めゆ否み 




• 






m 


給排気筒接続部のはすれを胄す .. , 

:ゆるみを直すご： 

:フレーム□ッド:にすすが多羅に付着した: 

• 










す r を取り除く（販売店 (;： 修理を®賴會る3: 

: 



• 








(- CL ： を解除し、時刻などを12ットして-度点火操作 

をする :::；：：：：： 二:：:.:::1 

:給辨気周トップの先端がおおわれ t いる 

• 




• 

• 

• 




おおっているものを取り除くて 


_部品交換のしかた 

■部品交換のときの注意 

I △注意不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が必要の場合には、お買い求めの販売店または' 修理資 
格者 〔( T 財）□本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了者(石油機器技術管理土)など〕のいる販売店にご相 
談ください。 

部品交換は コ□ナ純正部品 とご指定ください。 

:部品 s 入用の際には、コ〇ナ製品取扱販売店で必ず コロナ 純正部品とご指定ぐだ聋レ：：’..':： ン - 

紐部品以外の部品をご麵になりますと、性能が十分に発揮されないばかりか、スト-プを損傷したり思わぬ事故の原因になります 3 :ヨ 


_保管（長期間使用しない場合） 

設置したままで保管する場合や、しまわれるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 

1. 電源プラグをコン t ントから抜いてください。 

*|△注; g 設置したままで保管する場合も必ず、電源プラグは抜いてください。 

2. 油タンクの灯油はすべ r 出し r ください。 

•中に水分やこ、みを残したままにしておきますと、油タンクが腐食する原因になります。 

3. 定油面器の中の灯油を抜いてください。 

4. 対流ファンガードのほこりを掃除機などで取り除いてください。 

5. 前パネルをはすして、掃除機などで内部のほこりを取り除いてください。 

6. 塗装部分は、しめった布で汚れを落としてから、からぶきしてください。 

:：貨螺けたり、横倒しの状態芒は筢対 1 C 保管'しないでぐださし;で:1 ■：'.；：：：： :ご*”- M : : '：：：：：；： ' ： ： 4 I " . パ: ■«'：：：：! : 

• C 取©:論:明書 J • 「工事銳明書」は、大切に保管してくだ赛 t :- . 
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I ボツトサーミスタ I 


スイツチユニット I 


9 »(7)^ ( 4) 


if 


j ル-ム サ ーモ 1 

. 课子芑黒 


人マイコン、 




- fa«l 


1型 S の1ぴ 

FF - VT 55 PE (基本型式 FF - VT 55 P 5) | FF - VT 42 PE (基本塑式 FF - VT 42 P 5) 


ポット式 • 屋内用 • 強制給排気形 • 強制対流形 


霉気点火式 


■Q 

灯油 ( JIS 1 号灯油) 

SB 

取き ？！^ 

0.618 L/h 

0.473 L/h 

鼯 IJK 

0.198 L/h 

m 

鼹大 

22,890 kJ/h 熱効率86.0% 

17,520 kJ/h 熱効率86.0% 

ifl »5 7,330 kJ/h 熱効率 83.8% 

Bi 

麝大 

# 二 : H. 灰 ::.■ 謹 .. ! 

5.47 kW 

4.19 kW 

爾 

1.71 kW 

HI 

最高 

86.0% (最大火力のとき〉 

86.0% (最大火力のとき） 

mm 

83.8% (最小火力のとき） 

j* *^* ijit ; t 

■準適室 

」 ‘ し “ ” 

4 J LJ t. 


木造23.011 f { 14 i ) までコンクリ-卜31 .5( rf (1 9蠆)まで 

木造18.咖•ほでコンク 1 J - 卜25.0 fifp 5 匿}まで 

晒 

木造 23.0 寸 ( M 墨}までコンク 1 J - 卜 3 B .0 frf (23 i } まで 

本造 18.5 frf 0 1置)までコンクリ-卜 29.5 咐 1 S 置)まで 

外._‘带;1!纪 P 

高さ6001 m 幅508圆奥行356圆（匾台を含む） 

『 111 獅 f 

18.5 kg 


100 V 50 /60 Hz 

定格消費霉力 

点火時 340/340 W 最大 600/600 W (点火初期に短時間発生） 

最大燃焼時 42/42 W 最小燃焼時 24/25 W 

最大燃焼時 34/37 W 最小燃焼時 24/25 W 

給排気商の 

QU 4-4 

を排気鏵の呼び柽 

D 40 

mrnrnmmimm 

^ ^ ^ m 

260て以下 


5 A • 1 0 A 

安^ ^ « 

対靂自動消火装® • 点火安全装置 • 燃焼制御装罱 • 停電安全装蘑 • 週熱防止装鬣 

そ ： の他の装置 

再点火安全装置_週電流防止装置 • 排気管抜け検知装霾_ 

燃焼用送風機異常検出装置_安全サーミスタ 

㈣ ^ 

遮熱板1個、給排気筒セツト1組、本体固定金貝2個、 

ゴム製送油管締付バンド2個、スリープ1個 


※標準適室は、社団法人*日本ガス石油機器工業会の算定垦準によります 

SBI アフタ_サ _ ヒス 

■保証について 


■修理を依頼されるときについて 

•「故障■異常の見分け方と処置方法」（1112ページ）の項にしたがってお調べく 
ださい。直らないときは、ご使用を中止し、必す電源プラグを抜いてから、お蓑い 
あげの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名②型式の呼び③お買いあげ日④故障の状況（出来るだけ具体的に） 
_修理に際しましては、保証書をこ'提示ください 9 保証書の規定にしたがって、販売 
店が修理させていただきます。 

•保証期間か'過ぎているときは、修理すれば使用でぎる場合には、ご希望により有料 
で修理させていただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いあげの販売店または、この取扱説明書 
の襄表紙に記載されている「お客様ご相談窓口」にお問い合わせください。 

•修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されています。 


•このコロナ石油ス \ ブには保証書かて)いています。 

保証書は、必ず「お買いあげ日.販売店名」などの記入をお確かめの〇え、販売店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大 
切に保管してください。 

籲保証期間は、お買いあげいただいた日から1年間です。 

參次のような原因による故障および、事故につきましては、保証の対象になりませんので注意してください。（詳しくは保証書をお読みください。) 
■変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故 
■誤った使用方法による故障や事故 


_仕様 

仕様 配線図 
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据え付け工事は販売店に依頼する 


据え付けや移動工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなわないでください。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例 ^ 


据え付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準；^あります。工事説明書（工事編）の「特に注意 
していただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店又は据え付け業者とよくご相談し r ください。 
また、「標準据え付け例」については、下図を参照してください。 

標準据え付け例 


ス|-ーフ及)据え付けは、下図を満足させる位置に取付けてください C 





mrnmmm , 

本体固定金昊 1 C -.5 cn 
(付属品）\ 以上 

ふ卜 




[給気 


，:叫 :“;I 


祖一备 免 

分 t ^ » 

20 C -1 物 物: 

以!上％ ^ 

\ _么 


45 cm 45 cm 
以上 以上 


出寸法11 cm SCcm 以上 




* A 寸法は、宓す 2 Gcm 以上とし、ストーブ前面左側に付•厲の遮熱板を馭り付けてくださ 
:ひン_梱の（■遞熱板の取付け’方法 J を参照してくださ ( A ): : ' 

#遐熱！®耷敢り付けない場合は、 A 寸法を25011以上(こしてください《 

点揉:.字八れのだめ、 B 寸法を30琊以上 g レ之くださ D * : .：：：：：：,：； 


►側方障害物は、両側にあってもよいが給排気 
筒と障害物、可燃物との距離は45011以上とっ 
てください £ 

► 前方に摒や建物がある場合は給排気筒先端と 
前方障害物との距離は60011以上離し、かつ上 
方および両側方に気流を阻止する障害物がな 
いようにしてください。 

►給排気筒下面は地面から20011以上離すよ^に 
して■ください。なお積雪地域では、給排気筒 
先端が雪でふさがるおそれのない高さを確保 
してください。 

* 本造の建物で堃にメダルラス張仏：ワザび、: 
または金属板張 D をしてある揚所 G 給排気筒を通す: 

:ときは、それらの金厲部に接しないよラ(こ電気的絶 
/緣をしてください 〆’ f f ' 

* 壁 I こ穴をあける場合、壁の内部にある霉気配線•ガ 
:ス‘水道の配菅にあ fc らない環所:を選かでくだ杏い:ン 

n .im . ... . ... r |i « iji n « i<|i itl ill n | - 七 ...i , yi .•：>■ .. 


給排気筒を延長する場合の注意 積雪地区における注意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり以下で取付け 
られる場所を選定してください。 


据え付け後の確認 


積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよう 
な取付場所を選定し r ください。また、風がよどむような場所で 
は、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあります。 


据え付けが終わりましたら、もう一度、工事説明書（工事編）の「特に注意していただきたいこと（安全のために必すお守りく 
ださい)」をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されているとおり据え付けられているかどうかを確認してください。 

試運転 


試運転は販売店または据え付け業者とごいつしよに必ずおこなつ r ください。 

■運転準備 

• IA 注意1 電源プラグをコン t ントに刃の根元まで確実に差しこんでください。 (デシ'タル表示が ) 

• I 子ヤイルド □ツヲ1 ポタンを3秒以内に3回押してください。(デジタル表示が r 7 ^! ) 

•油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしてくださ (A •送油経路やス I ブより油もれがないか確認してください。 

*定油面器リ t ツトボタンをセ■ツトしてください。 •タイマー運転になつていないことを確認してください。 

■運転 

油タンクの送油バルブを開いてください。 ■消火の手順 


r 運転 I ポタンを押して「入」にしてください。 

(運転ランプ点灯） 

*1 こづ主意]初めてお使いになるときは、耐熱塗料などが焼け 
て煙と臭いがでます。窓をあけて部屋の換気をしてください。 

運転入/切 •約5〜6分間の予備燃焼が終わると 

本燃焼に切りかわります。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらか 
の黄色い炎（赤火）がまじっても異常 
\ではありません。 


ルームサーモによる自動運転ができることを確認して 
ください。 


■消火の手順 _ 


厂運転 I ポタンを押して「切」にしてください。 
(運転ランプ消灯） 


運転入/切 


燃焼室；^冷却すると自動的に 
燃焼用_対流用送風機か It ま 
り、デジタル表示部が現在時 
刻表示になります 3 


■正第運転しなし调自は'、11〜12ベ ー V 「故障，異苠の見分け方と処 
《ださい。ノ ' ,二 

'長期間の保管後、再び設置する塌合ち厂試連転 r の字順にしたがレ、 
試運転をお?!^ っ ださ tv :二:;:ド= 












札幌支 13 
札幞サービスセンター 
函館営業所 
旭川営業所 
南 E 営業所 
釧路砮業所 
北見営業所 


札幌市白石区平和通16 丁目南 1-1 9 t 003-0028 

札幌市白石区米里3条2 丁目 6-25 〒〇 03-0875 

函館市西桔梗町2レ2 〒〇41-0824 

旭川市東旭川南1条2 丁目 2-5 〒〇 78-826 1 

帯広市西〗2条南1丁目 30- 1 〒 080-0022 

釧路市花 H 町 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美芳町 9-1-30 〒〇 90-0064 


丁 EL (01 1 )864— 0440(代表） 
TEL (011)879 —2121(代表） 
TE し (0138)48 —6070 ( ft 表） 
TEL (0166$37— 2330(代表） 
TEL (0155)35 —7518(代表） 
TEL (0154)24—41 91(代表） 
TEL (0157)26-21 03(代表） 


FAX (011)863 —3154 
FAX (011)871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX ^0166)37-2338 
FAX (01 55 35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX (0157)26-2107 


爾森 支店 
灣森サービスセンター 
秋田営業所 
秋田サービスセンター 
八戸営業所 
弘前営業所 
弘前サービスセンター 
盛岡営業所 
盛岡サービスセンター 
水沢営業所 

仙 台 支店 
仙台サービスセンター 
鄯山営業所 
郡山サービスセンター 
会津サービス tz ンター 
山形営業所 
山形サービスセンター 
庄内営業所 

東京 支店 
苜都圈サービス iz ンター 
水 P 哲業所 
千蕖営業所 
さいたま営業所 
つくば営業所 
横 浜 支店 
立川営業 所 

甲府営業所 
甲府サービスセンター 

鬲畸 支店 
高崎サービスセンター 
宇都宮営業所 
宇都宮サービス t ンター 
太田営業所 

新 潟 支店 
三条サービスセンター 
新潟東営業所 
長野営業所 
長野サービス乜ンター 
上越営業所 
松本営 _ 所 

金 沢 支店 
金沢サービスセンター 
富山営業所 
福 Pr ^__^所 

名古屋支店 
名古屋サービス 1 Z ンター 
静岡営業所 
静岡サービス t ンター 
岐草営業所 
津 営業所 
沼津莒業所 
岡崎莒 業-所_ 

大阪 支店 
大阪サービス乜ンター 
高松営業所 
京都営業所 
神 R 営業所 
彦根営業所 
福知山営業所 

広 S 安 店 
広島サービス t ンター 
岡山営業所 
米子営業所 
徳山営業所 


胃森币古館1丁目1 2-38 〒〇 30-0946 

灣森市古館1丁目1 2-38 〒030 -0946 

秋田市泉中央4 丁目 4-18 〒〇 10-091 7 

秋田市外旭川三千刈 109-1 〒〇 10-0802 

；\戸市売市4 丁目 4-7 〒〇31 -0073 

弘前市田園1 -2-1 〒〇 36-8086 

弘前市田園1 -2-1 〒〇 36-8086 

盛岡市門 2- 1 -42 〒 020-0823 

盛岡市門 2-1-42 〒〇 20-0823 

鋰州市水沢区水沢工業団地4 丁目79 〒〇 23-( X 302 

仙台市宮城野 S 日ノ出町レ 7-32 〒983-0035 

仙台市宮城野区日ノ出町1 -7-31 〒 983-0035 

郡山市®田 1-51-9 〒963-8033 

郡山市安«町荒幷字撫子東 30-1 〒963-0111 

会津若松市門田町徳久字竹之元 885-1 0 〒 965-0843 

山形市東胃田 3-6-28 〒990-2423 

山形市東潯田 3-6-28 〒990-2423 

酒田市銪町* M 83-1 〒998-0103 

東京都北区鋈島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都北区鑒磨 8-4-8 〒11 4-0003 

水 P 市 S 原町 653-2 〒31 0-0852 

松 P 市高塚新田 95-5 〒270-2222 

さいたま市北区宮原町1丁目 674-2 〒33卜0811 

つくば市谷田部 6788-1 9 〒305-0861 

横浜市戸塚区原宿4 丁目 7-1 3 〒245-0063 

立川市西砂町1 -66-1 3 〒190,0034 

山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 〒409-3866 

山梨県中巨®郡昭和町西条2491 -2 〒409-3866 

高18市問屋町西1 -3-22 〒 370-0007 

离峋市問屋町西1 -3-22 〒 370-0007 

宇都宮市渠瀬町2313 〒321 -0933 

宇都宮市梁瀬町2313 〒321-0933 

太田市萬林東町2375 〒373-0825 

三条市曲渕 3-2-1 5 〒955-0864 

三条市曲渕 3-2-1 5 〒955-0864 

新潟市江南 1 - 6 - 41 

長野市大豆 S 5312 〒: 381-0022 

長野市大豆 B 53 12 〒381 -0022 

妙高币上百々 1-12-1 〒 944-0001 

松本市笹胬大久保原7852 〒:39か0033 

金沢市駅西新町 1-1-25 〒920-0〇27 

金沢市职西新町 V 卜25 〒920-0027 

富山市田中町 2-3-1 5 〒9300985 

福并市和田東1 -607 〒91 8-8237 

名古屋市港区入塌 1-1903 〒455-0803 

名古屋市港区入塌 1-1 903 〒455-0803 

静岡市駿河区高忪 2- 1 5-30 〒422-8034 

静岡市駿河区高松2,1 5-30 〒422-8034 

岐草市六条南 2-7-8 〒500 -8358 

津市离茶屋 3-29-38 〒51 4-0819 

沼津市西椎路 888- 1 〒41 0-0303 

岡崎市大平町沢添49 = f 444-0007 

吹田市南金田1 -8-47 ¥564-0044 

吹田市南金田 1- B -47 t 564-0044 

高松市今里町 1-8-5 T 760-0078 

京都市伏見区竹田段ノ川原町 70- 1 〒61 2-8414 

神戸市西区技吉 5-1 32 T 651*2133 

彦根市正法寺町南出78 〒522-0024 

福知山市荒河東町68 T 620-0061 

ISS 市安佐南区衹圜 3-27-20 〒73卜0138 

広島市安佐南区祇_3-2?-20 〒731-0138 

岡山市辰巳 35-1 03 〒700-0976 

米子市目夂美町 235-1 〒683-0035 

周南市徳山字ーノ幷手5631 -4 T 745-0882 


TEL (017)742 — 8255(代表) 
TEL (0 1 7)743-297 1(代表） 
TEL (018)864- 5671(代表) 
TEL (018)864— 5219(代表) 
TEL (0178)24— 5289(代表） 
TE し (0172)28-39 10(代表） 
TE し (0172)26 —4770(代表） 
TEL (01 9)622 —4791 ( 代表） 
TEL (019)604-0281 (代表) 
TEL (0197)22_4155( 代表） 

TE し (022)235-3 181(代表) 
TEL (022)783-1 791(代表） 
TE し (024)938-2240( 代表） 
TE し(〇 24)947 — 4654 (ft 表） 
TEL (〇 242)26 — 3211(代表） 
TEL (023)642 — 3255(代表） 
TEL (023)631— 7381(代表） 
TEL (0234)31 —0571(代表) 

TEL (03)3927— n 51( 代表） 


TE し (055)268- 1567(代表） 
TEL (055)268-1 568(代表） 

TE し (027)36 1 —4806(代表） 
TE し〈0275363-8259(代表） 
TE し (028)632 — 5105(代表） 
TB 4028)632_5180代表 
TE し {0276)38-6571( 代表） 

TE し (0256)32- 2126(代表） 
TEL (0256)32-2129 te 
TE し $025)286 — 9131 (ft 表） 
TEL (026)221-51 1“代表） 
TEL (026)221- 2304(代表 
TE し <0255) 73—7511(イ弋表) 
TEL (0263)26 — 0051(代表5 

TE し (076)260 —0567(代表） 
TE “076)260 — 0038(代表》 
TE し〈076)444-0567(代表 > 
TE し^) 776)23— 0567(代表） 

TEL 《052)383 - 3330(代表) 
TE し ( 0525384—5670(代表5 
TEL (054)238 —0005(代表） 
TEU 054 h 38_0016( 代表） 
TEL (058)268-755 M 代表〉 
丁£し加9)234—8471(代表5 
TEL 細 5)968 —6210(代表5 
TEL (0564)25 - 0275(代表） 

丁£1_(06)6380-2111(代表） 
TEL (06)6386-5670(« a ) 
TEL (087)835-1711( 代表） 
TEL ^075〗643 - 2002(代表5 
TEL (078)922-2431 (代表） 
TEI _ f 0749)24-6239( 代表） 
TEL (0773)22-0827( 代表） 

TEL (082)871 -331 0(代表） 
TEL 082)871 —3315(代表） 
TEL (086)243-7751 (代表） 
TEU 0859) 33-81 57< 代表 
TEU 0834)22 —5567(代表5 


FAX (01 7)742-8275 
FAX (017}743-1118 
FAX (018)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX (0172)28-0191 
FAK (0172)29 -U 33 
FAX (019)622-5244 
FAX (01 9)604-0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX (022)236-8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024) 938-3021 
FAX (024) 946-7651 
FAX (0242)26-3216 
FAX (023)642-3254 
FAX (023)631-7391 
FAX (0234)31 — 0581 

FAX (03)3927-1160 
FAX (03)3927-1130 
FAX (029)241-4268 
FAX (047)312-8338 
FAX (048)651-6370 
FAX (029)836—1913 
FAX (045)852 —5540 
FAX (042) 531-0496 

FAX (055)268-1569 

FAX (055)268-1571 

FAX (027)36 1—9139 
FAX (027) 364- 3228 
FAX (028)632-5205 
FAX (028)610-4607 
FAX (0276) 38-5508 

FAX (0256)35-8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX (025)286-3313 
FAX (026)221 —0039 
FAX (026)221-1039 
FAX (0255)72-5696 
FAX (0263)25 — 9961 

FAXm 76)260-0775 
FAX (076)260-0738 
FAX (076)444-0611 
FAX (0776)23-0580 

FAX (052)381 — 1266 
FAX (052)381-5244 
FAX (054)238-0006 
FAX (054)238-0822 
FAX (058 268-7550 
FAX (059)234-8472 
FAX (055)968-6212 
FAX (0564)25-1726 

FAX (06)6386-*7262 
FAX (06)6386-5583 
FAX (087)835-0160 
FAX (075)643-0870 
FAX (078)922-2438 
FAX (0749)26-2116 
FAX (0773)23-7592 

FAX (082)871-3306 
FAX (082)871-0272 
FAX (086)243-7191 
FAX (0859)23 —0709 
FAX (0834)22-5589 


福 岡 支店 
福岡サービスセンター 
北九州営業所 
鹿児》喾業所 
熊本営業所 
長崎営業所 
宮崎售業所 
大分営業所 


福岡市博多区東比恵 2-2-40 〒81 2-0007 

福岡市博多区東比患 2-2-40 〒81 2-0007 

北九州市小塞北区愛 §2-64 〒 803-0828 

鹿児島市田上 7-16-5 〒 890-0034 

熊本市尾ノ上1 - 11 - 12 〒 862-0913 

長崎県西彼杵郡時津町左底鄉浜田 74- 1 t 851-2106 
宮峋市霧島 3-59-2 〒8800032 

大分市三 K 1-19-7 〒 870-0108 


TEL (092)474 —5771(代表) 
TELf 092)474 - 6001 < 代表） 
TEL {093)592-861 
TEL (099) 281-1321 (ftm 
TE し(096) 367-7361 (代表） 
TEL <095)882-771 代表） 
TEL {0985)29-1 680(代表） 
TEL (097)523-5161 {代表） 


FAX (092)474-5775 

FAX (092)474-6414 

FAX (093)592-8666 

FAX (099)281-1252 

FAX (096)369-6323 

FAX (095)882-7767 

FAX (0985)25-0685 

FAX (097)523-5162 


沖 @ 莒業所 


宜野湾市宇地泊 738 
シーサイド.パーク】〇2 


T 901-2227 TEL (098)897-5677( 代表） FAX (098)897-5679 


四国地鏡 ! ii 
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修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 
q 転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合がありますのでご了承ください。 


參 アフターサービスの お問い合わせは下記へどうぞ 

:□ロナサービスセンター DUC ^ v - (+ 

携帯電話 • pus 等からは 
^01 20-919-302 思寄のサービスセンター 
(修理受付再用ダイヤル）へ堕接おかけください。 

FAX 01 SO -919-322 

北海道‘東; Jbite 区のお客様は最费のサービスセンターへ^直接 
おかけください。 


11056002 


本社工場三茱市東新保 7-7 〒955-85彳〇 TEL (0256)32-2 111 ( 大代表） 

柏崎エ爆柏崎市宝町 2-58 〒945-0817 TEL (0257)23 — 5175(代表） 

長岡ェ塌長岡市下条町唐ノ湳1069〒940-1146 TEL (0258)22 — 2121 ( 代表〉 



1 1 »» n 1 m I » * * * »1 

mm '\\ 

I 争 * m m-i 1 111 1 i i "• 

す ■ 中 . 法 .• 頷魂 , 豳 ■•. 科 • 稱 1i, 知 - せ： 

I 4 -i ： i 1 1 ^-$>4 I Cl Si I # f | 

地或;; 

» I ♦ M * r ♦ < M *<-i * » 

i - Mi •: M 1.1.*. 

* ♦= i * Hi t N. 申 : t—M. 


お客様ご相談窓口一覧表 


代代ャ代ャ代代 t 
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11201581 

63733207 

11132307 

11281546 


71121921 
21415353 
99236885 
):):978952 
33244244 
00000000 
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株式会社 






